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Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
は

年
に
発
足
し
た
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
。
今
年
７
月
に
国
連
で
「
核
兵
器
禁

止
条
約
」
を
採
択
し
た
際
に
、
主
導
的
役
割
を
果

た
し
た
こ
と
も
高
く
評
価
さ
れ
た
。

ノ
ー
ベ
ル
賞
委
員
会
は
授
賞
理
由
に
つ
い
て

「
北
朝
鮮
の
よ
う
に
、
核
兵
器
を
獲
得
し
よ
う
と

す
る
国
々
が
現
実
の
脅
威
と
な
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｎ
は
国
際
法
の
も
と
で
の
核
兵
器
廃
止
を
実
現

す
る
た
め
に
市
民
社
会
に
お
け
る
主
導
的
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
」
と
し
た
。

同
条
約
に
は
米
国
な
ど
核
保
有
国
や
、
米
国
の

核
の
傘
の
下
に
い
る
日
本
、
韓
国
な
ど
同
盟
国
は

署
名
し
て
い
な
い
。

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
は
、
そ
の
年
の
２
月
１
日
ま

で
に
各
国
の
政
府
や
国
会
議
員
、
大
学
教
授
、
過

去
の
受
賞
者
、
国
際
機
関
の
職
員
な
ど
に
よ
っ
て

推
薦
さ
れ
た
候
補
者
か
ら
ノ
ー
ベ
ル
賞
委
員
会

（
５
人
）
が
選
出
し
て
い
る
。

１
９
０
１
年
の
創
設
以
来
、
昨
年
ま
で
計
１
３

０
個
人
・
団
体
（
複
数
回
受
賞
の
組
織
あ
り
）
が

受
賞
し
て
い
る
。
今
年
は
３
１
８
個
人
・
団
体
に

対
す
る
推
薦
が
あ
っ
た
。

授
賞
式
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
創
設
者
で
あ
る
ア

ル
フ
レ
ッ
ド
・
ノ
ー
ベ
ル
の
亡
く
な
っ
た
日
に
ち

な
み

月

日
、
オ
ス
ロ
市
庁
舎
で
開
か
れ
る
。

賞
金
は
今
年
か
ら
１
０
０
万
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・

増
額
さ
れ
、
９
０
０
万
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・

（
約

１
億
２
５
０
０
万
円
）
。

団
体
の
横
断
幕
を
手
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
の
決
定
を
喜
ぶ
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
核
兵
器

廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
｣(
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）
の
メ
ン
バ
ー
‖
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
６
日
、
ロ
イ
タ
ー

ノーベル賞 条約採択を主導

【
ロ
ン
ド
ン
矢
野
純
一
】
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
ノ
ー

ベ
ル
賞
委
員
会
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
委
員
長
は
６

日
、
２
０
１
７
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
ス
イ
ス

・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
拠
点
を
置
き
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

も
参
加
し
て
い
る
「
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）
に
授
与
す
る
と
発
表
し
た
。
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